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受験番号 

問題番号 R4 II-2-2 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

構 造 物 の 管 理 者 の 立 場 で 解 答 す る 。  

１ ． 対 象 と す る 構 造 物 と 突 発 的 な 事 象  

1 ) 構 造 物  

国 道 上 空 を 横 断 す る 市 道 道 路 橋 の 橋 脚 （ 5 径 間 単 純

P C 橋 、 R C 壁 式 橋 脚 、 高 さ 1 0 ｍ ） 。  

2 ) 突 発 的 な 作 用  

国 道 を 走 行 し て い た 大 型 貨 物 自 動 車 が 路 外 へ 逸 脱 し

市 道 道 路 橋 壁 式 橋 脚 の 立 て 壁 部 分 に 衝 突 し た 。  

3 ) 調 査 検 討 す べ き 事 項  

① 構 造 物 の 諸 元 ほ か 既 存 情 報 の 調 査 ： 橋 梁 の 諸 元 、 設

計 条 件 、 適 用 示 方 書 、 使 用 材 料 、 施 工 年 次 を 調 査 し 、

評 価 検 討 に 用 い る 数 値 基 準 を 明 ら か に す る 。  

② 構 造 物 の 損 傷 状 況 調 査 ： 構 造 物 に 生 じ た 変 位 、 変 形 、

損 傷 の 程 度 を 調 査 す る 。 ま た 衝 突 車 両 の 重 量 や 速 度 、

衝 突 し た 角 度 等 も 調 査 し 、 構 造 物 に 作 用 し た 荷 重 や エ

ネ ル ギ ー の 大 き さ も 検 討 す る 。  

③ 周 辺 状 況 の 調 査 ： 構 造 物 周 辺 の 状 況 を 調 査 し 、 類 似

事 象 が 起 こ る 可 能 性 を 検 討 す る 。 必 要 に 応 じ て 防 護 措

置 の 検 討 を 行 う 。  

2 ． 業 務 手 順 と 留 意 事 項  

1 ) 調 査 ： 上 記 の 調 査 を 行 う 。 構 造 物 損 傷 調 査 に お い て

は 直 接 目 視 が 主 と な る が 、 内 部 に 損 傷 が 生 じ て い る 場

合 も あ る の で 、 打 音 や サ ー モ グ ラ フ ィ な ど の 調 査 も 併

用 す る 。 既 存 設 計 図 書 等 の 調 査 で は 、 損 傷 補 修 履 歴 に

つ い て も 確 認 を 行 う 。  
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2 ) 診 断 評 価 ： 作 用 荷 重 や エ ネ ル ギ ー 、 損 傷 状 況 を 元 に

診 断 評 価 を 行 う 。 診 断 評 価 に あ た っ て は 、 類 似 事 故 事

例 で の 診 断 評 価 方 法 を 参 考 に す る と と も に 、 活 用 可 能

な 最 新 の 技 術 や 知 見 が あ れ ば 、 そ れ ら の 適 用 の 可 否 に

つ い て も 検 討 す る 。  

3 ) 補 修 補 強 対 策 の 検 討 ： 診 断 評 価 を 元 に 、 補 修 補 強 設

計 と 施 工 計 画 立 案 を 行 う 。 周 辺 土 地 利 用 状 況 に 応 じ た

仮 設 計 画 や 交 通 規 制 に つ い て も 検 討 す る 。 必 要 で あ れ

ば 構 造 物 の 防 護 施 設 の 設 計 も 実 施 す る 。  

４ ． 関 係 者 と の 調 整 方 法  

1 ) 利 害 関 係 者  

道 路 管 理 者 （ 国 道 ） 、 交 通 管 理 者 、 調 査 設 計 業 務 受 託

者 、 道 路 利 用 者 や 周 辺 住 民 を 想 定 す る 。  

2 ) 具 体 策  

① 上 流 工 程 か ら の 協 議 調 整 実 施 ： 調 査 段 階 か ら 関 係 者

と 協 議 を 行 い 、 手 戻 り の 発 生 を 防 止 す る 。  

② 理 解 度 に 応 じ た 説 明 方 法 の 選 定 ： 関 係 者 の 技 術 理 解

度 に 応 じ て 、 数 値 、 2 D 図 面 、 3 D ・ 4 D モ デ ル な ど を 使

い 分 け て 理 解 し や す い 説 明 を 行 う よ う 配 慮 す る 。  

③ リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実 施  

ネ ガ 情 報 （ 負 の リ ス ク ： 通 行 規 制 、 騒 音 振 動 発 生 の

程 度 と 期 間 、 対 応 策 な ど ） を 含 め た 協 議 調 整 を 行 う 。  

 

以 上  


